
 

 

 

   

 

 

 

 

 ５月２０日（土）の第６０回広川中体育大会は、すばらしい晴天のもと開

催することができました。たくさんの来賓や保護者の皆様にご観覧いただき

ありがとうございました。スローガンである「挑戦～一致団結して新たな伝

統へ～」の実現に向けて取り組んだ生徒達の姿はいかがだったでしょうか。 

 今年度校長として初めて迎えた広川中の体育大会に私はとても感動しま

した。それは、生徒会役員やブロックリーダーたちを中心に５０１名が見事

にまとまり、体育大会を成功させるために様々な努力を重ねてくれたからだ

と思います。体育大会練習前から生徒会役員やブロックリーダーが企画運営

する姿やシンボルフラッグ係が協力して見事な作品を完成させた姿、自分の

出場する競技に一生懸命に取り組む姿、各ブロックのテントから声をからし

て仲間を応援する姿、３年生が新たな種目「集団行動」に挑戦し、見事に成

功させてくれた姿など、体育大会における生徒達は、どの姿もかっこよく、

広川中の生徒達を誇らしく思い、校長であることを誇らしく思いました。 

 ３年生の皆さん、この体育会で実践した「一致団結し、何事もあきらめな

いで挑戦し続ける」経験をこれからの部活動や合唱コンクール、高校入試に

生かしてください。体育大会の新たな伝統をありがとうございました。 

そして、２年生、１年生の皆さんは、このバトンを確実に来年・再来年へ

のつなぎ、新たな伝統を創り続けてください。お疲れ様でした。 

 

 
 
 
 

 １９８３年～１９８４年の２年間、 

本校に勤務しておられた美術教師の 

青沼茜雲（本名・茂男）先生は、現在 

の日本美術界を代表する画家として、 

イギリス美術展金賞・シルバーアワー 

ド特別賞、世界芸術創造栄冠大賞など 

国際的な数多くの賞を受賞されています。 

 今回、広川中学校に５０号の油絵の 

「世界遺産 赤富士」を寄贈していた 

だきました。また、上・中・下の各小 

学校にも２０号の富士山の油絵がそれぞれ寄贈されています。 

 広川中学校の生徒や卒業生にもぜひ、世界に羽ばたき、誇れる存在として

社会で活躍して欲しいと願っています。 

 現在、校長室に飾らせていただいています。保護者の皆様も広川中にお越

しの際は、気軽に校長室をお尋ねになって、鑑賞されてください。 

  

 

 本校から八女農業高

校に進学した卒業生が、

５月２４日（水）にイチ

ゴのジャムとお茶のク

ッキーを２５日（木）に

花を持参して、笑顔で八

女農業高校での近況を報告してくれました。授業や部活動に、楽しく充実し

た高校生活を送っているようです。ありがとうございます。今後も先輩たち

の活躍に期待しています。  

 

                      先日、ボクシングのＷＢＡ

世界ミドル級王座決定戦で、不可解な判定で敗れた村田諒太選手のお話です。 

 判定結果には世界中から批判がありましたが、村田選手は、「大切なこと

は二人がベストを尽くしたこと、日本に来てくれて感謝している」と帰国す

る相手選手にわざわざ会いに行って伝えました。すばらしい人物ですね。                                                                                                                                                                                                                                                                

第 60回体育大会の成功に感謝します！ 
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ちょっと感動しました。 
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